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１．はじめに 

山口大学では全国初となる取り組みとして 2013 年 4 月より共通教育課程において知財科目を

必修化し、入学した全学生が知財教育を受けられる体制を構築した 1)～3)。その全学必修知財科目

においては毎講義の最後に受講者が小レポートを記入する時間を設けており、その小レポートか

らは受講者の関心のある事項やよくわからない事項、素朴な疑問など、受講者の率直な生の“声”

が聞こえてくる。そして、その“声”をもとに作成した回答スライド（Q＆A 形式の参考教材）

は、受講者の講義内容の理解度や満足度の向上に作用し、また能動的学習の促進に繋がるなど、

講義の補填ツールとして有効であることが分かった 4), 5)。本稿では、この Q&A 形式の参考教材の

講義スライド（必須教材）への転用、さらには新規作成の教科書への取り込みについて報告する。 

２．受講者の“声”の収集と Q&A 作成 

 全学必修知財教育の科目名は「科学技術と社会～○○学部生のための知財入門～」で、入学し

てくる 1 年次生全員が受講する（約 2000 名、一部 2 年次履修有り）。90 分×8 回（1 単位）の科

目で、クラスは学部や学科単位に分かれており、全部で 12 クラスある（一クラスの受講生は約

110 名～230 名）。講義内容は著作権の基礎及び産業財産権の基礎についてであり、複数の教員で

担当しているが、講義内容は原則として全クラスで統一化を図っている（2014 年度以降）。毎講

義の最後の 10 分間は小レポートの記入時間としている（図 1 の③）。この小レポートの記入項目

のうち、「B. 今回の講義でわからなかった、その他この授業に関連する質問」、「C. 知的財産全般

に関して知りたいことや質問」から聞こえてくる受講者の“声”、つまり、知財初学者の素朴な疑

問や理解が足りない箇所などを抽出する（図 1 の④）。そして、それらをもとに Q&A 形式の回答

スライドを作成

する（図 1 の⑤）。
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